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寺村秀夫先生の思い出
MemoriesofProfessorTeramuraHideo

玉 村 文 郎

TAMAMURA Fumio

みなさん,こんにちは｡

今日は,今少し気温が下が りましたけれども,昼過ぎまで大変暑 うござ

いました｡寺村先生のこのお写真は,丁度,あの日本語教育学会の学会ニ

ュースに載ってお りました写真と原版は一緒だろ うと思います｡寺村先生

はよく汗をおかきでして,しょっちゅう-ソケチで,こう,額をぬくやって

おられたとい う記憶がございますが,この写真,やは り,あの,心なしか

私にはおでこのあた りに,ちょっと汗がにじみ出ているように思えます｡

今 日,私が,この場で皆様に寺村先生の思い出を語るとい うことにな り

ましたのは,大阪大学の先生方の強い患憩によるものであ ります｡不適任

を承知しつつも,長い寺村先生とのおつき合いを通じてのその思い出を語

ろ う,ということで,今日,皆様の前に立つことになった次第でございま

す｡

お話の車で,寺村先生と言った り,寺村さんと言った りすることがある

かと思いますが,どうぞお許し下さいますようにお願いします｡

寺村発生は,1965年から,大阪外国語大学にいらっしゃったわけですが,

私が一番最初に寺村先生にお目にかかったのは,その翌年,1966年の12月

でございました｡丁度,大阪外国語大学の中国語学の先生とお話をするこ

とがあ りまして,その先生の研究室に行ってお りましたら,今,そんな話

に関心のある方を呼ぶから,とい うことで,会議中だったそ うなんですけ

れども,寺村先生が,私の話が終わったところにお見えにな りました｡こ

の時が,先生との初対面でした｡私自身は,1967年,大阪外国語大学の方
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に非常勤で留学生別科の仕事をお手伝いに行くことにな り,翌年,68年か

ら寺村先生と同じ朋輩として,留学生別科の専任として勤めることにな り

ました｡大阪大学にいらっしゃいます佐治先生は,確か,その 1年前から,

同じく留学生別科にお勤めだったと思います｡

当時,寺村先生,それから,佐治先生,それから私は留学生別科の中で,

言語派とでも言いますか,まあ,言葉のことを専門にやってお りましたも

のですから,いろんなことでお話をすることが多 うございました｡私自身

は,言葉一般をやってお りましたけれども,先にいらっしゃいました寺村

発生が,まあ,先程お話があ りましたように,文法のことをいろいろお考

えでございました｡それから,佐治先生も国文法の方をずっと研究なさっ

ていらっしゃいました｡

それから数年後に,当時は文化庁の所管であ りましたが,大阪で日本語

教育のための現職者研修とい うのを始めるということで,大阪外国語大学

が当番校にな りまして,私どもが講師をお引き受けすることにな りました｡

その際に,外大のメンバーが講習を分担することにな りまして,寺村先

坐,佐治先生が文法をなさいますので,私は残った部分を担当するとい う

ことで,時に音韻になった り,文字になった りいたしました｡あとは段々

語桑に固まって参 りました｡そ うい う経緯で3人がいろいろ分野を選びな

がら研究 ･教育の活動を進めて参 りました｡今 日,こうして私が,寺村さ

ん,寺村先輩の思い出を語るとい うことは,本当に胸のつまる思いでござ

います｡少し古い歌でございますけれ ども,｢ここほお国を何百里｣で始

まる真下飛泉の歌がございます｡あの中に,｢友の塚穴掘ろ うとは｣とい

う一句があ りますが,本当にそ うい う気持ちがいたします｡

私が着任いたしましてす ぐでございましたけれども,寺村先生が文部省

の在外研究員としてアメリカ合衆国のカンザスに, 日本語を教えに行かれ,

そして,言語の研究にも携わられるということにな りました｡御渡米前の

初夏の頃,寺村先生が廊下を歩いていらっしゃるのを見ますと,時々,ア

ド-を着て廊下をパーッと通られるのですが,これが,またとっても様に

なっていまして,さすが-ワイで過ごされた方だと思いましたO私なんか
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もそ うい うものを着たことがあるんですけれども,寺村先生が着ていらっ

しゃいますと,本当に自然な感 じでして,よくうつ りました｡留学生別科

の事務官たちとも,寺村さんやっぱ りあちら仕込みだから板についてる,

なんて言って,お うわさを申しました｡

この頃から,寺村先生は2年間にわたってカンザスで過ごされましたが,

丁度,その寺村先生の外遊の時に,1970年をピークにして, 日本全体の大

学が学生運動で荒れるとい うことがございまして,寺村先生はそれを興国

かちながめられるとい う立場にいらっしゃいました｡私どもの大学は,そ

んなにひどい荒れ方ではなかったんですけれども,それでも留守をしてい

た者にとっては,いろんな辛い経験がございました｡

この近 くの南千里に,通産省関係の特殊法人である海外技術者研修協会

関西研修センターというのがあ りまして,そこで,寺村先生は日本語を教

えているスタッフたちの相談にのった り,新 しい教材の編集をする時のア

ドバイスをした りなさっていらっしゃいました｡

寺村発生が渡米される時に,先生の代わ りを私が引き受けることにな り,

時々関西研修センターに通 うことにな りました｡このことは等村先生と私

を結びつける一層大きな鉾になったと思います｡私個人としても,ここで

は随分多 くのことを教えられましたO大学院入学者を教える外大とはまた

別な,本当に海外の第一線の労働者または中堅の技術者たちに日本語の基

礎を教える所です｡日本に来て工場研修を受ける人達にわずか 100時間だ

け日本語を教えて,工場である程度技術を習得してもらう,そ うい うため

にできた研修センターなんです｡そこで日本語を本当に ミニマムにしぼっ

て教えるとい うことの苦労を講師の先生方の体験を通 じて知 りました｡こ

こは,寺村発生のプランもあっただろうと思いますが,大阪外大の講師の

方もいらっしゃいまして,いろいろア ドバイスをなさっていらっしゃいま

したが,日本語スタッフを中心にしまして,単に教えるだけでなくて,ち

っともっといろいろ日本語の深い知識あるいは体系的な知識とい うものを

求めていく,確かめていくとい うことが大事だとい うことで,研究会とい

うものをやってお りました｡月1回ほどりっぱな先生方をお招きしてお話
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を開く会を開いていました｡本学の名誉教授でいらっしゃいます国語学の

池上禎造先生,それから英語学の毛利可信先生にもお運びいただいたこと

がございます｡先程,お話に出ました三上章さんのお話を うかがったこと

もあ ります｡で,半官半民のセンターとしては非常にアカデミックな雰囲

気をもっていたところであ りまして,そ うい うアカデ ミックな性格ができ

ていったのは,それまでにいらっしゃったいろいろな先生方, 特に寺村さ

んの功績が大きかったのではないかと思います｡

現在各国の言語に翻訳されて評判の高い 『にはんごのきそ』とい うシリ

ーズがございますが,これは教師指導書もついてお りますし,グロッサ リ

ーもついてお りますが,これの元版などの企画 ｡立案など寺村先生の発想

になるものが多いんじゃないかと思います｡また,ここは 『研修』 とい う

月刊の磯閑話を出してお りましたが,それに毎号数ページ ｢日本語研修の

現場から｣というページが与えられていましたO日本語の先生方の教室作

業の中から,あるいは,その延長線上で考えられた小レポ- トが掲載され

てきました｡｢ようだ｣｢らしい｣｢だろう｣｢みたいだ｣の違いとか,各国

の人の名前にはどうい ういわれがある,どういう傾向があるとかい うよう

なことが載せられました｡

寺村発生は2年間の研究を終えて元気に帰って来られました｡先生紘,

発程のお話にもあ りましたように,非常に人なつっこいところがございま

した｡そして,三上華氏のところに行かれました｡本当に大変短い期間で

したけれども,深いつきあいをなさいました｡その後筑波に移られてから

ち,三上さんの郷里が広島県でしたので,広島県に友人と一緒にお墓もう

でに行かれたというようなことまであ りまして,本当に僚倒し,敬慕され

ていました｡このようなおつき合いは,学者同士,研究者仲間だけのこと

ではございませんでして,本当にそ うい う友人があちこちにいらっしゃる

と思います｡私が断片的に存じあげているだけでも,例えば,研修協会の

斎藤さん,本の出版をなさっていらっしゃいます三友社の中森さん,こう

い う方とは本当に哲学論議をした り,人生論議をした り,社会論議をした

りとい うことで,時間があれば研究の時間を割いてでも親しくお話に うち
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興じるとい うふ うな一面がございました｡今日こうしてた くさん,この席

にお見えになっていらっしゃる中にも,そ うい う寺村先生との深い御交誼

を大切にし,寺村発生との別れがたい別れを告げにいらっしゃった方がた

くさんいらっしゃると思います｡

私どもは,寺村発生がお帰 りになって後,しばらくして,丁度1972年,

昭和47年ごろからでございましたけれども,学習研究社のプチから大阪外大

の方に要語がございまして,青田弥寿夫先生を中心に専任スタッフ10人が

1年近 くかけまして 『新 しい日本語』《JapaneseforToday》を作ること

にな りました｡まあ,英語国民用の自習日本語教科書でして,2人ずつ組

にな りまして,青田 ･寺村 ･佐治 ･玉村 ･倉谷 ･大倉 ･酉出 ･山 口 ･岡田

･春名の10人で作業を始めました｡これが大変楽しい場でございまして,

オ リジナルの,外大で使ってお りました 《BeginningJapanese》 とい う

ふ うな教科書や 《IntermediateJapanese》 もございましたけれども,市

販するとい うことでございましたので,多角的なニーズに応えるとい うこ

とで,いろいろ工夫もいたしました｡この編集会議とい うのは,ちょっと

した研究会の様相を呈してお りました｡毎回楽しい会議でございました｡

ただ,これができましたのが,1973年,昭和48年の秋口でございました｡

丁度その頃,お互いに誰も知らなかったんですが,同時進行しておったこ

とがあ ります｡その頃佐治先生は学部の方の国語学の担当に移籍されてい

らっしゃったんですけれども,大阪女子大学の方から移籍の話があ り,私

の方にも非常勤で行ってお りました同志社大学の方から丸ごと移ってほし

いとい うことがございました｡それがたまたま同じ時に決まりまして,19

74年の春に2人とも動 くとい うことにな りました (佐治先生の方は外大の

事情で,半年遅 くな りました)｡これは寺村先生には大変 ショックだった

だろうと思いますけれども,人事に関わることでございましたので,蓑任

者以外にほお話をしていませんでした｡本決まりになって,寺村先生にお

話した時は,｢そ うですか -｡｣とおっしゃったきり,あまり何も言われ

ませんでした｡大変力を落とされたんじゃないかとい うふ うに思われます｡

しばらくしまして,大阪外国語大学の大学院に日本語学科が設置されま
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して,それで,私 もお手伝いに行ってお りました｡ある時,寺村先生から,

｢ち ょっと相談があるんだけれども｣とい うことで呼び止められまして,

それで,相談を受けたんですが,その時,寺村発生は非常に深刻な面持ち

でして,実は大阪大学の方で日本学充実のために講座増設を申請する,そ

れで,名前を貸してくれと言われているとい うことでした｡名前を貸して

くれということは,申請がパスすれば移籍するとい うことですから,ま,

大阪外国語大学を離れるということにな りますので,寺村先生は,大変,

重大なことに考えていらっしゃいました｡当然であ りまして,私が出て行

普,佐治先生が出て行かれまして,その後に若い方がいらっしゃったこと

はいらっしゃったんですけれども,寺村先生は正にその大黒柱のような存

在でございました｡ ｢どうだろうか｣とい うことをおっしゃったんで,私

は自分が先に出て行ったので,個人的には先生は残って下さるのが一番い

いと思 うけれども,それは身勝手過ぎることですから,率直に言ってこれ

は寺村先生が自由な意志で選択,決定なさるのが一番いいとい うふ うに申

し上げました｡ま,それは不発弾に終わ りまして,その後,1979年に筑波

大学の方に移られることにな りました｡それは,普,筑波の方で大学の新

しい学科作 りに献身されるとい う,御希望や御抱負があったことだろうと

思います｡実は,その前,お母様が高齢で御病気でございまして,大変御

家族が御苦労なさってお りました｡寺村先生と,それから特に奥様には,

本当に御苦労が多かったと存 じます｡とい うのも,お母様のお世話を寺村

先生がずっとなさってまして,そのお母様が東京の方の御兄弟のお家に移

られてからお亡 くな りにな りました｡確か筑波の:射こお移 りになったのは

その後だっただろうと思いますが,筑波大学では新 しい学科作 りに随分御

努力があったと思います｡

そして,筑波大学にいらっしゃってからは,お仕事 ･御活動の範囲も拡

が り,随分お忙しくなられたようでして,先生はよく夜更かししながら論

文を書かれたんだろうと思います｡私はす ぐに眠気に襲われる方ですけど,

寺村先生は,ここで寝てしまったらもうだめだ,と思ってまた勇気を奮い

起こして起き上がってやるんだとい うことを外大ではよくおっしゃってま
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したけれども,普,そ うい う御無理が,ひょっとして体の方に大きな負担

を強いるとい うことになったんではないかと思います｡

しかし,寺村先生があちこちの講師を引き受けらjt,会合にいろいろお

運びになったのは,実は,弟子の勤め先を開拓するためでした｡顔を広げ

ておかなければならないんだ,とい うことをおっしゃっていました｡非常

に弟子思いであ りまして,かつ,学会の事業などにも,あまり欠席さ涼7,ず

に本当に献身的にあたってこられたとい うふ うに思います.関西にお りま

すと,あまりそ うい うことを直接肌身で感じることはないわけですけれど

ち,首都圏にお住まいの研究者は,本当に,日本語教育とか日本語が脚光

を浴びるようにな りまして,負担がとても大きくなってきていたようです｡

そ ういう中で,寺村発生は本当に尊い犠牲になられたんじゃないかとい う

ふ うに思います｡

1985年,丁度今から5年前のことですけれども,11月の中頃に,私に一

度集中講義に来てくれというお話があ りました｡それで,1週間ばか り筑

波に出向きました｡その時は,初めて寺村先生のお宅にお招きを受けまし

て,御馳走にな りました｡それから,休みの日には,奥様の運転で筑波山

まで連れて行っていただきました｡筑波山に行きますと,ガマの膏とい う

のを売ってお りまして,寺村先生が, ｢これは珍しいo軍中膏,ガマの油

だからお土産にどうですか｡｣と私に買って下さいました｡お宮さん の と

ころまで行きましたらば,丁度剣道の奉納試合をやってお りまして, ｢息

子が剣道をやっている｡これは一緒に連れて釆たらよかった な あ｡｣とお

っしゃってました｡筑波の一帯は,古 くから開けたところのようであ りま

して,歌垣 (擢歌)をやった跡があるので,案内しよう,と言って,お宮

さんの裏の方を登って行きました｡寺村先生はやっぱ り汗をぬぐっておら

れました｡少し平坦なところに田ますと,幌幕なんかが引いてあ りました｡

そこが,音 ｢新治 筑波を過ぎて 幾夜か寝つる｣とい う,あの,古事記

にも出てお ります歌の舞台であったと教えてもらいました｡その日,帰 り

に,つ くばセンターのテラスのところでベンチに腰掛けながら1時間ばか

り夕焼けの空を仰ぎながら,日本語学の話や,あるいは大阪大学に新しい
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学科が増設される話などをしました｡今,思いますに,筑波大での集中講

義の数 日,とりわけつ くばセンターでお話した,あの時問が,いちばん寺

村発生とゆっくり,いろいろなことが話し食えて,なつかしい,忘れがた

いものでございます｡その後,寺村先生がお倒れにな りました｡寺村先生

が上野駅で倒れられた,とい うことを聞いてたい-ん驚きました｡ぜんた

い,寺村さんは,いろいろ細かいところに温かい気づかいをされる先生で

した｡人間,もう少し野放図で鷹揚であったら,こんなに早 くお別れをす

ることにはならなかったんじゃないかと思われまして,残念でな りません｡

そのあと,寺村先生は絶対安静とい うことでございましたけれども,日

に日に健康を回復されまして,1988年にこちらの大阪大学の方にお移 りに

な りました｡大阪大学にいらっしゃってからも,私が時々講義をしている

日に,早 く出かけて来られてお話をすることがございましたけれども,め

まり長時間お話するとい うことはございませんで,たいてい,お手紙か電

話で用件をすませるだけでございました｡1988年の春,4月,京都外国語

大学で日本語教育学会の研究例会が催され,その後,懇親会を近 くのピザ

･ショップでいたしました｡その時は,少しゆっくりお話ができました｡

そして,実は,88年の7月に中国の日本語教育学会の方から, ｢シンポジ

ウムをやるので寺村さんと玉村さんを呼びたい,奥さん同伴でおいで下さ

い｣とい うことで,寺村先生は,これに大変乗 り気でいらっしゃったよう

で,私もそれだったら一緒にと思っていたんですけれども,直前にそれぞ

れの方に事情が生じまして,参れなくな りました｡それで,代わ りに徳川

先生と仁田先生が上海に行かれるとい うことにな りました｡先程もお話し

ていたんですが,もし,これ,行ってらしたら,暑い炎天の中国でとても

御健康にさおったのではないか,とい うふ うに思います｡代わ りに行って

下さった先生方には悪いんですけれども,これは御一緒しなくってよかっ

たのではないかとい う気がします｡

そのあと,寺村先生とは葉書のや りとり,手紙のや りとり,電話でお話

するというだけでございました｡昨年私は丁度秋に川こ4日か5日続けてこ

ちらで講義をするとい うことがございましたけれども,その時も丁度お体
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の方が悪 くって,初夏のころの御病気はお治 りだったんですけれども,普

た調子が惑いということで,入院中でいらっしゃいました｡こういうこと

で,あと,御退院にな りましてから葉書をいただいた り電話でち ょっと一

言二言お話 した りとい うことだけになってしまいました｡

寺村先生は,言語についても非常に執念深いと言っていいぐらい,集中

力と言いますか強い関心をいつも持っていらっしゃいました｡私もその点

では同じように負けず劣らずだと思 うんですけど,この点については寺村

先生には兜を脱がなければしかたがないと思います｡まあ,その分,時々

コロッと忘れられる時があ りまして,私もこの頃コPッと忘れることが増

えてきたんですけれども,あの-,寺村先生,｢今日は会議だった｡｣この

｢た｣とい うのは発見の ｢た｣ と言 うんですが,まあ,寺村先生はわ りあ

いそ ういうことがあるんですけれども,しかし,言語について,この,気

になることというのは,いいかげんにせずに徹底的に,たずねるとか考え

るとか調べるとか｡えー,これはフランス語では言いますかとか,これは

どういう意味ですかとか,中国語だったらどうだとか,とい うふ うなこと

を私もたびたび聞かれました｡学生諸君もそ うい うふ うに開かれたんだろ

うと思います｡このことが単に,あの-,関心とい うだけでなくて,いろ

いろ体系化され,また,教材という形で具体的に活かされるとい うことに

なったと思います.

それから,先程申しましたように非常に友情に篤い方です｡いろいろな

方に深いおつきあいをなさる｡で,それから気性が非常にお優 しくって,

対立的感情とい うのを持たれるとい うのが大変お嫌であったようです｡万

事 ソフトに人に按するとい う優 しいところがあったとい うふ うに思います｡

そして,弟子思いである｡それから,あの,また,こう,温か くって,健

康なほのぼのとした,そ うい う雰囲気が好きで,貧しくても 『名も無 く貧

しく美しく』 とい う,そ うい う映画がございましたけれども,寺村先生,

山本周五郎の書き物の世界がたい-んお好きでして, 『青べか物語』なん

か,よく読んでおられました｡浦安のあた りとか,ああい うところを舞台

にした庶民の温かい心の交流がある,そ うい うところがお好きでいらっし
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やったようです｡そ うい う先生がまだまだ本当に研究 したいと,あるいは

後進を指導 したいと,御家族のことも強 く心にあったことでしょう｡いろ

いろなことが中途のままで,他界されてしまいまして,さぞや無念の思い

でいらっしゃることだろ うと思います｡

寺村先生と私は,1966年,67年頃からのおつきあいでございました｡そ

してまた,ある時は少 し離れたところから,ある時は非常に近いところか

ら寺村先生をながめ,また,先輩 として後についてい くとい う立場でござ

いましたけれ ども,寺村先生の偉大な業績 と,それから温かいお人柄 とい

うのは,我々の脳裏から永久に消えることはないと思います｡

大変断片的で寺村先生の思い出とは言えないと思いますけれども,これ

でお話を終わらせていただきます｡最後に私ち ょっと,寺村先生の御仏前

に3首ほど,挽歌を詠んでおお くりいた しました｡その うちの 1首を御披

露 して私の思い出の結びにしたいと思います｡

ことのはの 学びにかけ し 命いま

み空にあ りて 子らを見守る

あ りがとうございました｡

(同志社大学文学部教授)

【付記】

以上の文章は,1990年 5月12E=ことり行われた 『寺村秀夫先生を偲ぶ会』におい

て,｢寺村秀夫先生の思い出｣と題してお話しいただいたものである｡

(編集部記)


